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愛
媛
県
知
事
選
挙
結
果
報
告

保
健
セ
ン
タ
ー
か
う
の
お
知
ら
せ

年
金
コ
ー
ナ

確
定
申
告

人
権
作
文

い
ん

1~\
お
め
ー
し
ょ
ん

平
成
15
年
成
人
者
名
簿

し
お
か
ぜ
ウ
ォ
ク
な
の
は
忽
大
会
海
岸

田
り
線
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

ル
ポ
文
芸
表
彰

1
歳
で
す
ま
ん
が
ほ
か

戸
籍
ほ
か

広報⑩
ご
成
人

1
月
1
2
日
、
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
平
成
1
5
年
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
成
人
者
9
7
人
が
出
席
し
、
懐
か
し
い
顔
を
見
つ
け
て
は
旧
交
を
温
め
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
(1
4
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
)

F→
 



人
件
費
悲
ど

十
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
予
算
が
、

二
一
千
百
三
十
一
万
一
千
円
減
額
補
正
さ

れ
、
予
算
総
額
は
、
五
十
四
億
八
千
百

六
十
八
万
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
人
件

費
の
補
正
は
各
項
目
に
わ
た
り
、
補
正

す
べ
き
額
は
、
一
千
七
百
二
万
五
千
円

の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
も

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
総
務
費
〕
一
般
管
理
費
と
し
て
、
市

長
浜
町
議
会
第
四
回
定
例
会
が
、
十
二
月
十
八
日
か
ら
二
十

日
ま
で
の
三
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
五
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
に
引
き

続
き
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、

大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
、
平
成
十
四
年
度
長

浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
四
号
)
な
ど
の
議
案
二
十
五
件

が
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
例
月
出
納
検
査
の
議
会
報
告
案
件
三
件
は
、
い
ず
れ

も
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
、

し
ま
す
。

一般質問の答弁を行う西田町長

町
村
合
併
に
係
る
職
員
の
先
進
地
視
察

研
修
旅
費
の
減
額
お
よ
び
、
訴
訟
に
関

す
る
係
争
費
用
等
一
千
七
百
十
四
万
四

千
円
を
減
額
。

〔
農
林
水
産
業
費
〕
林
道
新
設
改
良
費

と
し
て
、
県
補
助
事
業
の
減
額
変
更
等

に
伴
い
、
森
林
組
合
が
実
施
す
る
県
単

林
道
舗
装
事
業
等
の
補
助
金
お
よ
び
、

工
事
請
負
費
等
一
千
七
百
十
万
円
を
減

百
U八
O

安
江
〔
土
木
費
〕
土
木
総
務
費
と
し
て
、
法

定
外
公
共
物
調
査
業
務
に
お
け
る
追
加

調
査
に
係
る
委
託
料
等
、
二
千
九
百
十

万
六
千
円
を
補
正
。

一
般
質
問
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正

人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
家
公
務
員
の

給
与
改
定
に
準
拠
し
、
町
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。改
正
の
主
な
も
の
と
し
て
、
給
与
で

一
・
九
二
%
の
引
き
下
げ
と
、
扶
養
手

当
と
期
末
勤
勉
手
当
の
改
正
が
合
わ
せ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
任
給
で
は
、
高

校
卒
が
十
三
万
九
千
五
百
円
、
短
大
卒

が
十
四
万
九
千
二
百
円
、
大
学
卒
が
十

七
万
一
千
五
百
円
に
な
り
、
扶
養
手
当

で
は
、
配
偶
者
に
か
か
る
支
給
額
が
月

額
で
二
千
円
引
き
下
げ
ら
れ
一
万
四
千

円
に
、
子
等
の
三
人
目
以
降
が
二
千
円

引
き
上
げ
ら
れ
五
千
円
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
、
十
四
年
四
月
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
期
末
勤
勉
手
当
の
割
合
が
改

定
さ
れ
、
期
末
手
当
を
0
・
二
五
か
月

削
減
す
る
一
方
、
勤
勉
手
当
を

0
・て

五
か
月
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
期
末

手
当
の
三
月
期
を
廃
止
し
て
そ
れ
ぞ
れ

六
月
期
お
よ
び
、
十
二
月
期
に
再
配
分

置璽霊童鐙圏

教
育
費
に
つ
い
て

山
島
壊
タ
ム
に
つ
い
て

長
浜
港
湾
事
業

(
小
型
拙
だ
ま
り
)
広
つ
い
て

鋭
意
教
育
振
興の
た
め
に

質
問
:
・
平
成
十
四
年
度
長
浜
町
一
般

会
計
歳
出
予
算
に
お
け
る
教
育
費
の
割

合
は
七
・
一
%
で
あ
る
が
、
近
隣
市
町

村
で
は
、
大
洲
市
九
・
三
%
、
内
子
町

一
O
%
、
五
十
崎
町
九
・
七
%
、
肱
川

町
九
・
六
%
、
保
内
町
一
命
圃
三
%
と

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

2 

大
淵
喜
多

合
併
協
議
会
を
設
置

大
洲
市
、
長
浜
町
、
肱
川
町
、
河
辺

村
の
一
市
一
一
町
一
村
が
、
平
成
十
五
年

一
月
一
日
を
も
っ
て
法
定
の
大
洲
喜
多

合
併
協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

購

富

吉
子

一4
融
E
圏一

な
っ
て
い
る
。
こ
の
格
差
は
町
の
教
育

に
対
す
る
姿
勢
の
現
れ
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
町
長
の
教
育
に
対
す
る
考

え
は
ど
う
な
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
;
ご
指
摘
の
比
較
数

値
は
、
当
初
予
算
計
上
の
数
値
を
取
り

上
げ
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
予
算

編
成
の
手
法
に
差
異
が
あ
り
、
比
較
を



す
る
の
で
あ
れ
ば
、
実
績
に
募
づ
く
決

算
額
の
引
用
が
適
当
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。ちな
み
に
、
平
成
十
一
一
一
年
慢
の
小
・

中
学
生
一
人
あ
た
り
の
歳
出
額
は
、
ご

紹
介
の
あ
っ
た
町
村
の
中
で
は
、
木
町

が
一
番
多
額
の
費
用
を
歳
出
し
て
お
り
、

こ
れ
は
年
次
に
よ
っ
て
差
が
出
て
く
る

も
の
と
忠
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
引
き
い
引
き
教
育
委
員
会
と
十
分
な

意
志
疎
通
を
凶
り
、
鋭
意
技
育
振
興
の

た
め
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
の

中
止
を

立
ふ理
ら由
なは

賀
問
;
E
ダ
ム
キ
一
造
っ
て
環
境
が
よ
く元気に学ぶ子どもたち(資料写真:大和小学校)

な
る
は
ず
が
な
い
。
「
ダ
ム
の
堆
砂
は
、

治
水
や
河
川
環
境
、
対
策
に
要
す
る
財

政
而
で
大
き
な
問
題
に
な
る
。
」
と
の

新
聞
報
道
も
あ
る
。
将
来
を
よ
く
見
据

え
て
こ
の
ダ
ム
問
題
に
取
り
組
む
べ
き

と
思
う
が
、
町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る

び
カ答
弁
(
町
長
)
:
・
ダ
ム
は
、
住
泣
同

的
や
規
模
、
建
設
年
度
、
流
域
の
地
形
、

流
量
、
地
質
、
植
生
等
に
よ
り
、
堆
砂

唱
が
大
き
く
変
化
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
肱
川
水
系
の
場
合
、
ダ
ム
の
排
砂

ゲ
1
ト
の
誌
置
計
画
は
な
く
、
鹿
野
川

ダ
ム
・
野
付
ダ
ム
の
堆
砂
率
は
比
較
的

低
位
に
あ
る
が
、
こ
の
除
去
に
つ
い
て

も
、
必
要
が
生
じ
た
段
階
で
グ
ム
耐
の

水
位
等
に
勘
案
し
て
、
徐
々
に
撒
ょ
す

る
よ
う
な
国
の
対
応
に
な
る
も
の
と
考

、
え
て
い
る
。

現
在
、
流
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
告

を
第
一
と
し
た
う
え
で
、
「
肱
川
清
流

保
全
条
例
」
を
制
定
し
、
流
域
が
一
丸

と
な
っ
て
美
し
く
県
か
な
肱
川
の
保
全

に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
口
ダ
ム
に
つ
い
て
も
、
肱
川
の
治

水
を
前
提
と
し
た
選
択
肢
の
険
討
結
呆

を
踏
ま
え
、
水
質
改
善
な
ど
環
境
保
令

に
努
力
す
る
方
山
性
の
中
で
事
業
化
を

川
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。
肱
川
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
治
水
、

利
水
、
環
境
の
大
き
く
三
つ
の
調
担
が

あ
り
、
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
こ
と
が
我
々

の
責
任
で
あ
る
。
現
時
点
で
、
今
図
示

さ
れ
た
再
構
築
計
四
案
の
内
容
に
つ
い

て
、
中
止
を
す
る
理
由
は
見
つ
か
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

町
の
中
核
地
域
と

位
置
づ

質
問
:
長
浜
港
湾
事
業
(
小
出
船
だ

ま
り
)
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
漁
業
者

が
「
飢
え
な
い
。
」
'
漁
協
が
「
要
ら
な

い
じ
と
一
一
一
一
日
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
工

事
を
巾
什
し
な
い
の
か
。
ま
た
、
中
核

的
な
ま
ち
づ
く
り
ど
漁
港
と
、
ど
ん
な

関
係
が
あ
る
の
か
。
さ
ら
に
、
附
接
す

る
環
境
緑
地
は
ん
択
さ
地
の
ま
ま
だ
が
、

利
用
計
闘
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
小
型
船
だ
ま
り
の

整
怖
計
画
に
つ
い
て
は
、
漁
業
組
合
か

ら
「
地
口
が
扶
い
。
静
穏
度
が
保
て
な

い
。
防
波
地
法
寸
の
施
設
整
備
が
必
要
。
」

等
の
事
項
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
て
い

る
。
こ
の
整
備
日
的
は
、
長
浜
駅
前
の

船
だ
ま
り
付
迂
か
ら
内
港
部
を
町
の
巾

核
地
域
と
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
一

般
船
舶
と
の
航
行
の
錯
綜
を
避
け
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
整
備
を
進
め
て
お
り
、

長
浜
町
総
合
計
両
に
も
、
町
の
活
性
化

と
二
卜
一
世
紀
を
展
望
す
る
本
町
の
発 て

展
方
向
を
明
示
す
る
も
の
と
し
て
、
位

置
づ
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
組

合
か
ら
ご
指
摘
の
安
全
な
港
f

つ
く
り
ゃ
、

現
卜
の
社
会
経
済
情
勢
等
を
勘
案
し
た

と
き
、
第
一
-
工
区
の
計
画
変
更
は
も
と

よ
り
、
内
港
部
の
第
一
工
院
に
づ
い
て

も
、
見
直
し
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
今
一
議
会
で

そ
の
検
討
を
お
願
い
す
る
三
1
y

正
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
小
型
始
だ
ま
り
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
漁
業
振
興
に
配
慮
し
た
「
安
少
で

安
心
」
し
て
利
用
で
き
る
漁
業
基
地
)
と

す
る
こ
と
が
手
要
と
考
え
て
お
り
、
今

後
、
県
・
国
に
対
し
、
そ
の
こ
と
に
対

菌
道
改
修
工
事
で
出
た

石
の
転
曹
に
つ
い
て

伊
方
原
子
力
発
電
所に
つ
い

石
の
帰
属
を明
確
に
し
て

府
民
間
・
:
新
間
報
近
に
よ
る
と
、
「
国

道
改
修
時
に
排
山
さ
れ
た
石
が
、
第
三

者
で
あ
る
漁
協
の
支
所
か
ら
長
浜
町
の

応
で
き
る
よ
う
強
く
安
望
す
る
こ
と
に

し
て
い
ろ
。

環
境
緑
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
町

川
ん
を
ム
円
め
我
々
の
知
恵
の
出
し
ど
ご
ろ

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
箱
物
等
だ
け

で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
利
用
を

期
待
し
た
い
。
ま
た
、
安
全
な
港
づ
く

り
と
並
行
し
て
、
市
場
守
に
つ
い
て
も

整
備
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

漁
業
組
合
と
の
協
誌
の
場
を
持
た
せ
て

い
た
尽
き
、
過
去
に
お
約
束
し
て
い
る

施
設
整
備
を
は
じ
め
、
市
町
村
合
併
校

に
お
い
て
も
、
港
を
生
か
し
た
町
寺
つ
く

り
を
確
た
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
で

き
る
よ
ろ
努
力
し
て
い
き
た
い
。

中

野

明

唯
一
蹴
国
間
同

茂

議
員
に
転
売
さ
れ
た
」
と
あ
る
が
、
そ

の
経
枠
と
問
一
仏
首
を
明
ら
か
に
し
て
も

ら
い
た
い
。

ま
た
、
噂
に
よ
る
と
、
こ
の
約
一
一
百

個
の
石
が
全
部
は
戻
っ
て
い
な
い
と
聞

く
が
、
町
は
ど
の
よ
う
な
指
導
・
確
認
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を
L
た
の
か
ご
さ
ら
に
、
管
理
者
と
し

て
町
長
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
を

考
え
て
い
る
の
か
三

答
弁
(
町
長
)
:
・
こ
の
石
ば
、
平
成

六
年
度
の
県
営
に
よ
る
国
道
三
七
八
い
す

改
作
γ

上
下
で
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

県
の
了
解
の
も
と
、
長
浜
町
漁
業
協
同

組
合
櫛
生
主
所
が
、
漁
港
内
施
設
に
利

則
す
る
目
的
で
陸
揚
げ
し
て
い
た
も
の

で
あ
る
が
、
長
期
間
の
経
過
の
中
で
、

漁
協
支
一
川
は
県
か
ら
も
ら

ο
た
も
の
と

理
解
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
言
葉
は
適

切
か
ど
、
っ
か
分
か
ら
な
い
が
、
お
互
い

の
勘
違
い
に
よ
っ
て
、
人
1

凶
完
却
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る

町
と
し
て
は
、
そ
の
吋
点
で
は
該
当

す
ふ

μ
の
帰
属
確
認
は
し
て
お
ら
ず
、

知
り
得
た
の
は
、
九
月
一
一
十
七
日
、
大

川
上
木
事
務
所
か
ら
担
当
課
に
確
認
の

屯
話
を
い
た
だ
き
、
そ
の
時
初
め
て
状

況
を
抱
抗
し
た
次
第
で
あ
る
う
こ
れ
を

受
け
、
土
木
事
務
所
と
担
当
課
と
で
協

議
を
し
て
き
た
が
、
陸
揚
げ
し
た
段
階

で
町
の
管
理
に
な
る
と
の
見
解
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
「
石
ほ
国
有
財
産
で
あ

り
売
却
で
き
な
い
。
早
急
に
元
の
場
所

に
返
し
漁
港
工
事
に
使
用
す
る
か
、
児

め
立
て
に
川
川
す
る
か
、
小
割
り
に
し

て
価
値
の
な
い
も
の
に
す
ゐ
か
の
方
法

し
か
な
い
と
思
わ
れ
る
。
同
十
全
に
対
処

し
て
欲
し
い
。
」
己
目
、
協
力
依
恥
が
あ
っ

た
り
今
後
、
こ
の
対
処
方
法
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
以
っ
て
い
↓
ω
。

な
お
、
関
係
者
か
ら
聞
き
取
り
調
士
忙

を
行
い
、
一

π
の
場
所
へ
行
の
移
動
を
お

願
い
し
、
十
川
二
十
五
日
に
終
了
し
て

事
故
の
未
然
防
止が
肝
要

質
問
:
全
ほ
の
原
発
で
崎
、
二
週
闘

に
一
度
は
卜
八
な
り
小
な
り
事
故
が
起
き

て
お
り
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
一
)

当
町
は
、
凶
し
が
指
定
し
て
い
る
「
原
裕

地
域
」
、
い
わ
ゆ
る
半
百
二
十
凶
以
内

に
か
か
っ
て
い
る
が
、
何
の
対
応
も
と
っ

て
い
な
い
と
忠
わ
れ
る
c

町
民
の
安
全

い
る
。
一
七
の
司
有
権
に
つ
い
て
は
、
工

事
で
発
乍
し
た
も
の
、
州
人
で
購
入
さ

れ
た
も
の
年
が
存
在
し
、
関
係
芦
の
確

認
の
も
と
、
石
の
帰
属
を
明
確
に
し
て

措
置
を
行
っ
て
き
た
次
第
で
あ
る

出海地区から臨む伊方原発

確
保
の
た
め
に
、
何
ら
か
の
対
策
を
前

じ
ふ
べ
き
と
思
う
が
、
町
長
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
〉

苔
弁
(
町
長
)
:
国
民
の
原
子
ケ
防
災

計
画
で
は
、
原
発
胞
設
(
伊
方
原
子
h
A

発
屯
所
)
か
ら
、
半
話
で
概
ね
十
凶
以

内
を
信
一
種
地
域
と
し
て
、
本
町
を
合

め
概
ね
二
十
同
似
内
を
第
一
ム
種
地
域
と

し
て
指
定
さ
れ
、
万
一
の
時
は
、
叫
一
の

桁
一
ぷ
に
基
づ
き
、
有
総
放
送
や
広
報
車

を
通
じ
て
全
町
民
に
周
知
徹
底
す
る
こ

と
が
義
務
付
げ
ら
れ
て
い
る
。

当
町
に
お
い
て
も
、
「
長
浜
町
地
域

防
災
計
画
」
で
、
日
r
忌
に
災
害
対
策
本

部
を
世
世
し
、
県
の
折
一
市
・
助
言
等
を

仰
ぎ
な
が
ら
、
緊
h
『
U

州
一
報
。
連
山
村
や
住

此
に
対
す
る
避
唯
指
示
伝
達
の
徹
底
、

立
入
制
限
措
置
、
避
難
措
置
、
汚
染
飲

料
物
の
摂
取
制
限
措
置
竿
に
つ
い
て
、

緊
急
か
っ
込
速
に
実
施
し
て
い
く
と
と

も
に
、
公
共
施
設
管
理
古
と
の
協
議
を

す
る
こ
と
と
定
め
て
い
る
に
ま
た
、
抗

射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
甲
状
腺
被
爆
を
子

防
す
る
た
め
に
、
叩
状
腺
腫
の
治
療
薬

で
あ
る
ヨ
ウ
化
カ
リ
ウ
ム
丸
一
ム
万
錠
J
Mパ
)

措
入
し
、
保
健
七
ン
タ

l
に
保
管
し
て

万
4

の
事
故
に
備
え
て
い
る
。

こ
の
種
の
事
故
は
、
ま
ず
事
故
を
未

住
基
ネ
ッ
トオ
ン
ラ
イ
ン
化
に
つ
い
て

戒
川
小
学
校

金
年
畠
然
の
家
化
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
創
生
資
金
の

管
理
、
選
期
に
つ
い
て

合
併
を
控
え
山
積
し
て
い
る

問
題
を
ど
う
譲
み
ト
一
げ
て
い
〈
か

問
題
発は
/主

て

質
問
:
住
基
、
不
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
に
お
い
て
、
当
町
で
は
こ
れ
空
で
に

山
題
発
生
は
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、

件
民
基
本
台
帳
番
号
の
納
税
者
番
サ
レ
に

し
て
の
利
用
に
つ
い
て
、
町
長
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。
さ
ら
に
、
ネ
ッ
ト
操

作
を
す
る
職
員
の
指
導
に
つ
い
て
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁
(
町
長
)
当
町
で
は
、
住
民

基
本
台
帳
法
に
肌
り
な
が
ら
セ
キ
ユ
リ

テ
ィ
材
策
規
程
を
策
定
す
る
な
と
、
適

正
な
事
務
執
行
に
努
め
た
結
果
、
住
民

%
に
防
止
す
る
ご
と
が
叫
要
で
あ
る
の

で
、
今
後
に
お
い
て
も
、
県
お
よ
び
四

国
一
電
力
と
の
緊
一
品
川
な
連
携
が
明
緊
の
課

題
で
あ
ら
う
と
考
え
て
い
る
。

4-

富

憲

一
諸
問
国
間
円

品
出
国

4

・9

百一ポコ

l
ド
一
同
一
知
一
票
送
付
山
後
に
、
若
干

ω
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
程
度
で
、
日
川

在
ま
で
問
題
は
発
生

L
て
い
な
い
リ

次
に
、
住
民
基
本
台
帳
番
せ
で
あ
る

住
民
票
コ

l
ド
は
、
正
確
・
迅
辿
仁
木

人
確
認
を
行
、
つ
た
め
の
も
の
で
、
目
的

外
利
川
主
禁
止
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

こ
れ
を
基
に
、
凶
が
個
人
情
加
を
二
冗

的
に
収
集
・
管
到
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
仕
組
み
で
あ
る
。
従
ヲ
て
、
住
民
票

コ
I
ド
を
的
脱
者
番
号
に
山
う
こ
と
は

で
き
な
い
も
の
と
珂
解
し
て
い
る
n

ベ
シ
ス
テ
ム
は
、
制
一
同
(
法
令
)

技
術
・
運
川
F

川
等
の
何
一
ほ
か
ら
対
策
を

講
ピ
て
い
る
c

特
に
運
用
出
で
は
、
セ



キ
ュ
リ
一
ア
ィ
対
策
規
程
を
設
け
る
と
と

も
に
、
セ
キ
ー
リ
テ
ィ
管
理
計
画
書
、

緊
急
時
対
応
計
一
剛
書
、
運
用
計
画
書
を

策
主

L
、
こ
れ
ら
に
基
づ
き
佃
人
情
報

保
誌
の
対
策
を
誌
じ
て
い
る
。
職
員
に

対
し
て
は
、
さ
ら
に
桁
専
の
強
化
を
同

り
、
安
全
か
つ
適
正
な
運
用
管
理
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ふ
が
、

新
た
な
制
度
が
生
ま
れ
て
い
る
中
、
回

レ
ベ
ル
で
の
新
た
な
ル
l
ル
ぞ
つ
く
り
も

必
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
c

現
状

は

質
問
i
戒
川
小
字
校
日
仏
休
校
に
な
っ

て
い
る
が
、
手
」
れ
だ
け
の
施
政
が
利
用

さ
れ
な
い
の
は
茂
念
で
あ
る
。
布
、
山
川
施

設
を
整
え
、
少
年
目
見
の
家
と
し
て
利

用
L
て
は
ど
う
か
じ

害
持
(
教
育
園
長
)
・
;
現
在
、
学
校
を

休
校
と
し
て
い
る
の
で
、
基
本
的
に
は

い
つ
で
も
再
開
で
き
る
状
態
に
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の
ま
ま

で
推
計
管
理
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
現
状
で
直
少
年
同
然
の
家
的
な

改
山
一
は
で
き
を
い
。
多
目
的
に
利
用
す

る
た
め
に
は
、
学
校
を
廃
校
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
後
の
利
用
、

川
崩
が
重
要
に
な
る
r

市
町
村
合
併
も

控
え
て
お
り
、
今
後
、
多
く
の
方
々
か

~) 

ら
幅
広
く
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
検
討

し
て
い
き
と
け
と
考
え
て
い
。

自
給
会
組
織

f

創
設
を

質
問
:
ふ
る
ご
と
削
牛
資
主
は
、
ム
円

併
を
按
え
、
こ
の
ま
ま
基
金
と
し
て
抱

い
て
お
く
の
か
、
そ
れ
と
も
有
効
に
使

、
つ
の
か
。

答
辞
(
町
長
)
:
d
本
町
で
は
、
~
)
の

資
金
一
億
円
を
原
資
に
「
町
、
、
つ
く
り
基

金
」
を
創
設
し
、
そ
什
一
連
市
首
(
利
息
)

で
ソ
フ
ト
事
業
を
、
王
体
と

L
た
町
寸
つ
く

り
施
策
を
進
め
て
き
た
。
現
在
も
全
額

を
保
有
・
刊
行
均
し
て
い
る
が
ふ
、
の
運

用
益
に
つ
い
て
吋
、
町
づ
く
り
対
策
費

と
し
て
一
般
会
計
に
併
り
人
れ
て
い
る
。 現在休校となっている戒川小学校

合
併
を
作
之
、
各
地
域
が
魅
力
あ
る
地

域
一
つ
く
り
を
行
、
つ
た
め
に
は
、
住
民
自

ら
の
創
意
と
京
任
に
お
い
て
自
己
決
定

を
行
、
つ
三
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
例

え
ば
、

FH治
九
五
的
な
組
織
を
創
誌
し
て

み
て
は
ど
う
か
と
考
え
て
い
る
。

具
体
的
な
取
り
耕
づ
バ
と
し
て
は
、
旧

町
村
単
位
を
某
木
と
し
た
山
治
会
組
尚

弁
}
構
成

L
、
「
自
ら
考
え
自
ら
行
う
地

域
づ
く
り
」
に
、
こ
の
一
億
川
を
有
効

活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
(
一
て
い
る
わ

自
治
会
組
織
の
剖
誌
に
つ
い
て
は
卜

五
年
度
中
に
間
町
村
単
位
で
の
和
紘
一
づ

く
り
か
叶
能
か
百
か
の
杭
討
お
よ
び
、

地
域
づ
ノ
¥
り
の
方
針
等
を
各
公
民
館
与

で
決
定
し
て
い
た
い
に
き
、
十
六
午
度
か

ら
卒
業
を
実
枕
し
て
ピ
さ
た
い
と
考
え

て
い
る
。

喫
緊

課
題
で
あ
ろ
と

:
合
併
を
拝
一
日
ヘ
町
内
に
山
積

し
て
い
芯
訪
問
題
を
、
ど
う
汲
み
上
げ

て
い
く
の
か
「

答
弁
(
吋
長
)
:
ム
川
併
に
伴
い
、
行

政

R
域
が
大
幅
に
拡
大
さ
れ
る
中
で
、

各
地
械
、
特
に
仰
山
岡
地
へ
の
対
此
は

喫
緊
の
一
問
担
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

が
、
こ
本
知
の
と
お
り
十
五
十
六
年

伐
の
予
算
編
成
は
、
よ
り
一
層
厳
し
く

な
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
c

そ
こ
で
、
で
き
れ
ば
十
一
八
年
度
小
に

自
治
会
的
公
組
織
を
創
設
し
、
ん
川
併
後

を
視
野
に
地
域
の
将
点
を
展
望
し
た
計

画
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
沿
っ

て
、
十
六
年
度
に
は
町
づ
く
り
基
人
止
を

生
活
環
境
開
題
に

て

平
戚
十
五
年
窟

予
算
編
成
に
つ
い

広
報
等
に
よ
る
喚
越
を

賀
間
:
一
部
の
不
心
得
な
人
に
よ
っ

て
、
海
岸
等
へ
ご
み
が
不
法
投
十
罪
さ
れ

て
い
る

J

町
と
し
て
は
、
宇
)
れ
ま
で
ど

の
よ
う
な
指
導
を
し
て
き
だ
の
か
P

ま

た
、
今
後
の
監
担
休
制
等
、
対
策
は
ど

う
す
る
の
か
。

さ
ら
に
、
環
境
緑
地
に
は
、
心
な
い

飼
い
主
に
よ
り
た
く
さ
ん
た
一
の
売
が
放

置
さ
れ
て
お
り
、
公
徳
心
の
欠
如
も
甚

だ
し
い
。
今
後
、
迷
己
防
止
条
例
等
の

削
左
も
必
要
か
と
思
、
つ
が
、
町
は
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の

地
域
振
興
の
掘
と
し
て
活
用
合
凶
る
と

と
も
に
、
緊
急
時
お
よ
び
、
地
域
計
画

に
該
当
し
な
い
大
規
模
監
備
事
業
や
、

他
地
域
と
悶
述
す
る
事
業
等
に
一
つ
い
て

は
、
当
該
年
度
の
予
算
措
置
で
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

日

官
向

護
団
国
間
一

河
口
口

問
料
れ

友

(
町
臣
官
)
:
・
最
近
の
海
岸
周
辺

の
ご
み
の
不
法
投
棄
は
、
家
庭
か
ら
排

山
さ
れ
る
家
庭
電
気
製
品
や
可
燃
ご
み

な
ど
が
、
ト
日
記
的
に
投
棄
さ
れ
て
い
る

状
況
に
あ
る
f

現
在
の
監
視
体
制
と
し

て
、
職
員
に
よ
る
毎
週
一
一
回
の
町
内
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施

L
、
問
題
と
な
る
培

所
を
発
見
し
た
と
き
は
、
不
法
投
棄
禁

止
の
看
板
を
早
急
に
設
置
し
て
い
γ

る。

今
後
は
、
保
健
所
と
の
連
携
を
凶
り

な
が
ら
監
視
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

不
仕
北
罪
荷
を
特
定
で
き
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
そ
一

ω者
に
撤
去
す
る
よ
う
指

導
し
て
い
き
れ
~
い
、
ま
た
、
家
庭
ご
み

は
収
集
日
に
正
し
く
分
別
し
て
排
出
す

一凡一一



広
報
等
に
よ
り
排
出
ル

i
ル

の
徹
底
指
導
を
行
い
、
不
法
投
棄
の
防

止
に
努
め
て
い
き
た
い
。

次
に
、
公
園
等
に
お
け
る
犬
の
糞
対

策
で
あ
る
が
、
全
同
的
に
は
、
罰
則
規

定
の
な
い
精
神
条
例
や
、
罰
金
目
氏
名

公
表
等
の
条
例
制
定
自
治
体
も
あ
る
が
、

そ
の
評
価
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
何
と

言
っ
て
も
、
飼
い
主
の
モ
ラ
ル
が
な
け

れ
ば
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
。
現
在
、
環

境
緑
地
に
は
「
犬
の
糞
禁
止
」
の
看
板

を
設
置
し
て
(
六
枚
)
注
意
を
喚
起
し

て
い
る
が
、
今
後
は
広
報
等
に
よ
る
幹

発
ち
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

る
よ
、
っ
、

大
変
厳
し
い状
況
に
詰
る

犬のフン害が甚だしい環境緑地

軍
関
園
・
園
田
の
財
政
も
ま
す
ま
す
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
中
、
平
成
十
五
年
度

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
ど
の
よ
う
な

姿
勢
で
臨
む
の
か
。
ま
た
、
財
政
見
通

し
は
ど
う
な
の
か
。

さ
ら
に
、
現
在
、
地
域
商
業
振
興
推

進
事
業
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中

で
、
高
齢
者
に
対
す
る
支
援
サ
ー
ビ
ス

等
の
協
議
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
町
の
活
性
化
の

た
め
の
新
規
事
業
に
対
し
て
、
今
後
ど

の
よ
う
な
考
え
で
臨
む
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
と
承
知
の
と
お
り
、

国
・
地
方
財
政
は
検
め
て
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
十
五
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、

事
業
の
重
要
性
四
緊
急
性
e

住
民
ニ
ー

ズ
等
を
的
確
に
判
断
し
な
が
ら
、
計
則

的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。
各
課
に
対

し
て
は
、
①
重
点
施
策
は
別
と
し
、
対

前
年
度
比
要
求
福
一

O
%
減
額
、
②
町

の
活
性
化
・
景
気
浮
揚
対
策
に
配
慮
、

③
限
ら
れ
た
財
源
で
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
町
民
の
負
託
に
こ
た
え
る
こ
と
が
で

き
る
か
、
を
念
頭
に
予
算
編
成
す
る
よ

う
指
示
し
、
と
り
ま
と
め
作
業
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

財
政
の
見
通
し
で
あ
る
が
、

員寸
i原
σ〉

大
半
を
占
め
る
地
方
交
付
税
の
大
幅
減

額
と
合
わ
せ
、
町
税
の
落
ち
込
み
等
、

以
前
に
も
増
し
て
大
変
厳
し
い
状
況
に

な
る
と
子
測
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
中
長

期
建
設
計
画
の
事
業
見
直
し
を
は
じ
め
、

経
常
的
a

臨
時
的
経
費
の
削
減
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
規
事
業
へ
の
対
応
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
現
時
点
で
は
、
長
浜
中
学
校
へ

由
直
一
局
加
世
地
区
急
描
…
斜
地

崩
壊
対
母
親
事
業
に
つ
い
て

自
溝
一

二
四
区
集
会
一
朗

建
設
に
つ
い
て

品
皿
機
管
理
体
制
に
つ
い
て

安
全
で
快
適
な

生
活
環
境
の
構
築
を

費
問
:
・
白
滝
加
世
地
区
は
、
急
傾
斜

地
崩
壊
危
険
医
域
に
指
定
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
先
放
、
工
事
概
要
説
明
会

が
開
催
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
県

に
対
し
て
早
急
な
対
応
を
要
望
し
て
も

ら
い
た
い
。
ま
た
、
今
川
の
事
業
は
、

傾
斜
度
や
被
害
想
定
区
域
内
の
人
家
一
戸

数
等
で
大
変
厳
し
い
規
制
が
あ
る
。
被

白
校
式
給
食
施
設
を
建
設
し
、
十
六
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
と
し
た
交
流
事
業
や
、
ご
指
摘
の

「
地
域
内
業
振
興
推
進
事
業
」
の
導
入

実
施
の
検
討
、
自
治
組
織
の
創
設
等
、

地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

東

敦

弘

一
一
時
四
国
圏
内

害
が
予
想
さ
れ
て
も
、
指
定
区
域
か
ら

は
ず
れ
る
方
々
が
あ
り
、
町
の
十
分
な

る
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
が
、
ど
う
考

え
る
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
加
世
地
区
に
つ
い

て
は
、
早
急
な
崩
壊
対
策
に
つ
い
て
要

望
が
あ
り
、
県
に
よ
る
現
地
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
、
地
域
で
の
事
業
説
明
会

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、

事
業
化
の
た
め
の
事
務
を
進
め
て
お
り
、

全
員
の
同
意
等
が
そ
ろ
っ
た
ら
、
県
に

お
い
て
、
事
業
化
お
よ
び
対
策
工
事
に

つ
い
て
の
詳
細
な
調
査
測
量
生
寸
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
種
々
の
制
約
は

あ
る
が
、
一
日
も
早
い
事
業
着
手
に
向

け
て
、
県
当
局
へ
の
連
絡
調
整
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

区
域
指
定
外
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
地
形
要
件
等
に
よ
り
、
県
単
が
け

崩
れ
防
止
事
業
の
導
入
が
可
能
か
ど
う

か
見
極
め
な
が
ら
、
整
備
計
画
に
よ
り

推
進
を
図
り
、
安
全
で
快
適
な
生
活
環

境
の
構
築
に
努
め
て
い
き
た
い
。

6 

十
五
年
九
月
こ
ろ
着
工
予
定

貰
開
;
白
滝
診
療
所
跡
地
へ
の
、
白

滝
-
一
一
四

R
集
会
所
建
設
に
つ
い
て
、

集会所建設が待たれる白滝診療所跡地



着
士
予
定
は
い
つ
ご
ろ
か
。
ま
た
、
規

模
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答
弁
(
町
畏
)
:
・
着
工
時
期
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
県
単
独
事
業
の
地
域
環

境
整
怖
事
業
で
平
成
十
五
年
度
の
要
望

を
し
て
い
る
の
で
、
仮
に
節
一
次
内
一
引

の
場
合
、
諸
事
務
手
続
き
等
を
経
て
い

る
と
、
早
く
て
も
十
五
年
九
け
こ
ろ
の

着
で
に
な
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

規
模
等
に
ワ
い
て
は
、
現
時
点
で
の

受
益
者
中
三
十
七
戸
で
、
建
築
延
べ
面

積
に
す
る
と
面
二
十
ば
ま
で
が
県
の
補

助
対
象
事
業
と
な
る
。
地
元
負
担
与
を

作
う
の
で
、
構
法
、
川
河
抗
、
施
設
整
備

の
内
存
に
つ
い
て
地
元
関
係
者
と
も
慎

重
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
判
別
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
集
会
所
に
仕
上
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

万
一
に
備
え

万
全
を
期
し
て
い
る

質
問
:
テ
口
、
原
発
事
故
、
震
災
等

の
緊
急
の
危
機
に
対
し
、
町
は
ど
う
い
っ

た
対
応
を
と
る
の
か
。
ま
た
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
作
っ
て
あ
る
の
か
。

さ
ら
に
、
緊
急
時
の
対
応
組
織
、
意

志
決
定
と
問
題
解
決
、
緊
急
広
報
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
)
:
・
皆
さ
ん
が
、
安
心

か
つ
安
全
に
生
活
で
き
る
環
境
を
保
保

す
る
こ
と
は
、
行
政
の
必
須
の
立
務
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
c

本
町
の
、
宇
崎
・

災
害
に
対
寸
る
肋
災
対
策
と
1
〕
て
は
、

平
成
十
年
に
策
定
L
た
「
長
浜
町
地
域

防
火
計
画
」
を
基
本
に
、
一
…
九
台
復
旧
、

予
防
対
策
等
、
緊
急
時
に
対
応
し
た
防

災
対
策
と
し
て
、
私
を
本
部
長
と
し
た

「
長
浜
町
災
害
対
抗
本
部
体
制
」
を
設

置
し
、
器
務
課
長
等
が
本
部
に
出
動
し

地
域
か
ら
の
情
報
を
収
集
す
る
第
一
次

配
備
体
制
、
災
存
地
の
状
況
把
握
や
公

共
施
設
の
管
理
与
を
行
う
第
二
次
配
備

作
制
、
避
唯
勧
告
や
広
報
車
で
の
広
域

活
動
を
行
う
な
ど
の
第
三
次
配
備
体
制

ま
で
の
防
災
マ
一
一
ユ
ア
ル
キ
一
作
成
し
、

万
一
に
備
え
万
飛
を
期
し
て
い
る
む

な
お
、
こ
の
体
制
は
、
間
色
咋
と
の

連
携
は
も
と
よ
り
、
長
浜
町
川
町
同
を

は
じ
め
、
広
域
消
防
長
山
主
著
の
支
援
・

協
力
を
い
た
だ
く
ご
と
を
前
提
に
し
て

い
る
が
、
町
域
か
ら
の
情
報
担
供
も
必

要
不
可
欠
で
あ
ゐ
の
で
、
町
民
の
押
さ

ん
の
ご
協
江
を
切
に
お
問
い
し
た
い
。

7~ 



最j
曹訟

平成15年度の検診P司容と料金予定について 官許師F恥
今年も 2月中1;::f5Z長きんを通じて「がん検診等受誇希望嗣査」を行います。 職場や人間ドック寺で受診予定のない方l士、

ぜひこの機会に申し込んでください。また、職場や人間ドック等で受診予定の方や町内不在、入院中の方は申し込まな

い理由を記載して提出してください。なお、申し込みがなかった方に対しては、今也実施日等の案[人j通知は行いません

ので、受診を希望される方は必ず申し込んでおいてください。

平成15年度の、検診内容や検診受診料金は次のとおり¥ヲ 0

1 検診名 |女す象者 | 受訟料金 l 

無料 | 
1基本健診 140歳以上の万(ただし、心量図、眼底検査については、区日市等が必要と認!

めた人のみに実施します。)

レシトゲン写貫読影 100円 | 
※ 7仁歳以上は無料 | 

| 肺がん検診 j 斗 O歳以上の方|しントゲン写真読影と曙疫細胞診 600円
※ 7C歳以上は無料

A._I_力jレCT検査 3，600円

胃がん杭 ð~ I 4 0歳以上の方lugE以上は無料
!大腸がん検診 I 40歳以上の方1500同|一 L.-.J- U PIX.J..-A -L.， v__;./_j i※ア O歳以上は無料

(子宮田ん検診 130歳以ょの方M3E以上は無料 ! 

ネ男触診 300円 | 
|字しが人ノ柏診 I 3 0歳以上の方|ぷ 70歳以上は無料 | 

マンモグラフィ 2，ア 90円 i 
i骨粗霜症検言~ 1 69歳以下の女性 1， 300円 ! 
| 腫部超音波検診_L40歳以上の方上_4，2旦_9pj

平成15年度から肺がん検診に「ヘリカルCT検在Jが加わりますc この杭古は、 l回の撮影で30枚の胸部断層写真を撮
影し、椴小なJ雨空そ早期に発見するごとができます〈放射根被爆は、出がん検診と同等かそれ以下といわれてい空す。

ただ、検診車の入れる場所が限られることと、 l 人の検診に5~6分かかるため、申込者へは後日、険診日時を指定して

お和らせします。また、ヘリカルCT検査を受ける方は、従来の怖がんレントゲン検査は交ける必要はありません。

つ?某{建セッターかう
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一

鍾
醸
謹
一
聞
こ
と
間
金
ム
竺
U
で
詰
巽
詰
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溜
圃
冒
頭
島
田
阿

1
1

一一
F
4
4
3
ι
i
d
E
i
r
イ
グ
ノ

!iぎ
ま
『
』

宮
市
浦
も
み
じ
ま
一
J

り
譲
膨
会

十
一
月
十
七
日
に
尖
施
さ
れ
た
ウ
日
刊
も
み
じ
ま
つ
り
損
影
会
」
の
審
査
一

一
会
が
、
一
月
十
日
に
白
池
公
民
館
で
行
わ
れ
、
応
募
の
あ
っ
た
二
百
卜
六
点
一

一
(
七
十
一
人
)
の
中
か
ら
、
次
の
-
一
十
一
一
-
点
が
入
討
し
ま
し
た
。
一
般
称
略
)

〔

推

薦

〕

〔

龍

作

〕

一
ほ
ほ
え
み
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上
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全
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市
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れ
な
い
も
ゆ
(
高
橋
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興
・
伊
予
一

【
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〕

市

)

山

似

た

し

(

河

野

丈

夫

松

山

市

)

一

一
斜
光
(
小
前
憲
二
e

松
山
市
)
秋
止
(
白
河
川
武
・
松
山
市
、
見
つ
め
一

一
秋
什
和
(
小
西
善
予
・
黒
田
)
る
(
松
本
隆
一
千
咽
松
山
市
)
白
瀧
一

〔

入

選

}

(

阿

部

洋

・

中

山

町

)

曲

一

R

年
お
ど
り
一

一
傘
(
芝
中
民
間
・
松
野
町
)
徹
笑
み
(
城
一
円
保
圏
内
子
町

)
C
二
晩
秋
わ
一

一
(
清
家
会
犬
。
宇
和
町
)
秋
彩
(
黒
白
滝
(
末
光
則
夫
・
松
山
山
)
る
り
一

一
川
勝
彦
・
西
条
市
)
秋
忠
一
日
見
出
姫
さ
ま
j

(
杉
森
井
・
古
田
町
)
お
一

一
宇
仲
・
新
居
浜
市
)
秋
彩
(
芳
之
内
祈
り
(
角
田
市
三
・
八
幡
浜
市
)
ま
一

一
恒
夫
-
松
山
市
一
山
秋
(
神
野
英
運
・
な
ざ
し
(
政
七
民
和
・
八
幡
浜
ぃ
山
一

一
京
子
市
)
紅
H

葉

の

中

で

(

底

本

登

・

一

一

城

辺

町

)

秋

彩

議

州

議

警

翠

ソ

覇

J
v
b
議
機

一
の
欠
「
来
松
山
貝
♂
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門
学
三
軒

29V謹
学
凶
齢

一
二
・
松
山
市
一
一
二
¥
必

J
欝

騨

議

決

心

一

一

輯

み

一

議
議
u

J

行
鱗
鱗
際
幽
園
口

J
総

務

織

機

関

繍

舗

え

回

一
英
子
谷
口
光
七
九
三
認
麟
乳
韓
日
一

一

明

・

松

野

町

)

十

子

議

麟

麟

議

選

川

一

一

燃

ゆ

る

化

一

三

怒

¥

二

円

子

議

官

襲

¥

な

同

一

一
(
円
借
好
高
知
ず
し
月
一
¥
関
親
欝
内
よ
時
一

一
何
一
一
し
ど
勢
い
j
l
噂
援
問
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足記鴎躍匡言明付組闘記E記官す
年寄生時、需求し憩いとも己売ま也九
それぞれの年金は、受けられる資格が発生しても、本人が請求しなければ支給されません(年金を受ける資

格が発f主したら、忘れずに請求しましょう。

年金を請求するには、裁定請求書を提出するほかじ詰求書に添えなければならない書類があります。詳し

くは、それぞれの提!I'r)'C:にお問い合わせください。

裁定請求書の提出先は、次のとおりです。

①老齢基越年金@老齢厚生年金・週職共済隼金を請求す者場合

Oすっと国民年金だけの方
⑦信lせ被保険者期出のみの場合

住民票のある市町村の同氏年金担当係の窓口

②第3号被保険者期間のある場介

住所地を管轄する社会保険事務所の窓口

。すっと公務員等〈共済組合制度加入)の方

①単一共済組合期間のみの場合

加入していた共清組合の担「窓11

④複数の共済組合に加入Lた場合

老齢基礎年金は、住所地を管轄する社土保険事務所の窓口

退職共日年金は、それぞれの共済組合の担、5窓口
。寵数の年金制捜iこ加入していた方(ただし、該当する胡度について)
金を請求する段階で、最後に加入していた制度が国民年金の場合

老齢基礎 a厚生年金は、住所地を管轄する社会保険事務所の窓口

退職共済年金は、それぞれの共済組合の担当窓口

⑨年金を請求する段階で、最後に加入していた制度が半生11金保険の場合

老齢基礎ー厚生年金は、最後に勤めていた事業所(船員仁あっては船舶所有有/を管轄するネ士会保険事務所の窓口

退職共済年金比それぞれの共済組合の担当窓口

③年金を詰求する段階で、最後に加入していた制度が共清組合制度の場合

老齢基礎・厚生年金は、住所地を管轄する社会保険事務所の窓口

退職共済年金は、それぞれの共済組合の担当窓口

①聖書基礎年金@障害厚生年金 φ障害共済年金を請求する場合
理操基髄年金@遺族厚生年金@遺族共溝年金

障害の原困と7まった病気・けがの視診倍、ま

①国民年金加入中の場合

ア 第l社被保険者期間のみの場合

住民票のある市町ムi:tの国民年金担当係の窓口
イ 第3号被保険者期間のある場合

住所地を管轄する社主保険事務所の窓口

@厚生年金保険加入の場合

年金を請求する段lifで勤めていた事業所(船員にあって

ほ粕i泊所有者)を管轄する社会保険事指所の窓口

9-

③ihi首相合制度加入巾の場合
それぞれの共済組合の担当窓口



しくお平
躍
痘
申
告
を
し
-
な
け

れ
ば
な

5
思
い
人

一
腰
の
人

商
業
、
工
業
、
医
茶
、
農
業
、
漁
業

な
ど
で
収
入
を
得
て
い
る
人
V
地
代
、

家
賃
、
配
半
「
な
ど
の
収
入
の
あ
る
人
材
V

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人

こ
の
他
、
平
成
十
四
年
中
に
各
種
の

所
得
金
額
の
仔
計
額
が
、
基
礎
控
除
・

配
偶
者
控
除
・
扶
養
提
除
。
そ
の
他
の

i事

平成14年分の所得説の確定申告は、 2月17自から3月17日ま

でですが、期限間近になりますと税務署は大変混雑し、長時間

お待ちいただくようtJ.ことになりかねません。確建申告は、で
きるだ [t皐めに済ませてくださ ~\o

所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人
は
必

ず
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
昨
年
ま
で
巾
竹
義
務
の
な
か
っ

た
人
は
、
も
う
今
度
本
年
の
一
所
得
を
確

か
め
て
み
て
く
と
さ
い
。

す
ラ
リ
i

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
(
給
与
所
得
者
)
の

所
得
税
は
、
年
木
調
整
に
よ
っ
て
精
算

さ
れ
る
の
で
、
普
通
の
場
合
は
確
定
申

生
け
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
コ

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
人
は
申
告
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

V
給
与
の
年
収
が
一
一
千
万
円
を
超
え
る

人
す
こ
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ

て
い
る
人
V
給
与
以
外
の
所
得
が
二
十

万
円
を
起
え
る
人

上
手
な
納
税
相
談

納
税
相
談
期
間
中
、
税
務
者
は
大
変

混
雑
し
ま
す
。
自
分
の
た
め
に
も
、
ま

た
、
待
っ
て
い
る
他
の
相
説
者
の
た
め

に
も
正
し
い
申
告
を
単
く
終
わ
ら
せ
た

い
も
の
で
す
に
上
手
な
相
談
を
す
る
に

は
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
志
し
ま
し
ょ

、っ。wv
申
告
書
を
確
認
し
て
、
住
所
・
氏
名
a

扶
養
控
除
問
な
と
記
入
で
き
る
と
こ
ろ

は
、
記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

W

収
支
内
訳
書
は
、
帳
時
四
回
収
書
な
ど

か
ら
同
封
さ
れ
て
い
る
収
支
内
訳
書
の

分
か
る
と
こ
ろ
を
記
入
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

wv
関
係
書
類
は
持
参
し
ま
し
ょ

曜
定
申
告
に
必
要
な
書
類

V
申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
る
人
は
、

必
ず
そ
の
「
申
告
書
」

V
印
鑑
(
認
印
)

V
所
得
金
額
の
計
算
で
き
る
帳
簿
記
録

な
ど
V
給
守
・
年
金
な
ど
の
あ
る
人
は
、

「
源
泉
徴
収
票
」
マ
医
療
控
除
を
そ
け

る
人
は
、
「
支
払
っ
た
医
療
費
の
柏
収

書
と
似
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
頼

申
告
警
の
提
出

確
定
申
告
書

ご
白
八
万
で
記
載
し
て

郵
送
に
よ
る
提
出
を

大
洲
税
務
岩
の
惣

U
に
は
、
分
か
り

ゃ
す
い
「
確
定
中
止
口
の
手
引
き
」
等
を

備
え
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら

を
参
考
に
、
で
き
る
だ
け
ご
自
分
で
記

載
し
て
、
郵
送
で
提
山
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
土
曜
日

'
U曜
日
は
休
み
で
す

の
で
、
休
日
の
申
告
書
等
の
提
出
に
は
、

時
間
外
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
c

な
お
、
申
告
書
用
紙
や
「
確
定
申
告

の
明
細
書
」

V
社
会
保
険
控
除
の
あ
る

人
は
、
「
凶
民
健
康
保
険
、
回
比
年
金

な
ど
の
支
払
の
明
細
書
」
マ
生
命
保
険

料
控
除
、
損
害
保
険
料
控
除
の
あ
る
人

は
、
「
支
払
保
険
の
証
明
書
レ

V
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
今
一
一
三
け
る
人
は
、

「
住
民
票
」
「
家
屋
の
登
記
簿
作
木
」

「
売
買
契
約
書
又
は
請
負
契
約
書
の
写

し
」
「
住
宅
取
得
資
全
に
係
る
借
入
金

の
年
末
残
高
等
証
明
書
」
な
ど
V
雑
出

控
除
を
そ
け
る
人
は
、

「
被
害
を
受
け
た
住
宅
・
家
財
の
証
明

主
同
」
な
ど
キ
必
ず
お
忘
れ
な
く
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

の
子
引
き
L

等
は
、
役
場
税
務
課
に
も

備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
川
用
く

だ
さ
い
。
定
率
減
税
mw摘
要
"
を

お
思
れ
事
く

平
成
十
川
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
も
、

定
率
減
税
が
適
同
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
書
の
主
な
改
訂
点

C
全
て
の
申
告
書
様
式
の
惚
写
化

提
出
用
、
住
民
税
用
及
ぴ
開
用
の
-
一
一
枚

を
一
組
と
じ
て
複
写
化

O
添
付
書
類
の
川
什
泊
所
を
明
記

一
山
泉
政
収
票
等
の
添
付
芹
類
の
貼
付
同

所
を
申
土
日
昔
第
三
去
の
裏
而
に
叫
記

O
注
意
す
べ
き
記
載
欄
肝
心
寸
の
明
確
化

記
載
に
際
し
て
注
意
し
て
ほ
し
い
欄
等

を
黒
太
線
で
同
み
明
値
化

。
申
告
書
問
崩
の
表
示
の
改
善

「
控
用
」
の
表
示
の
印
字
濃
肢
を
出
く

す
る
と
と
も
に
印
刷
位
置
を
改
善

10 

青
色
申
山
を
す
る
方
に
は
、
所
得
の

訂
算
な
ど
で
多
く
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

青
色
申
告
を
利
用
さ
れ
る
に
は
、
青
色

中
山
を
し
よ
う
と
す
る
年
の
三
月
十
五

日
ま
で
に
、
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」

や
一
税
務
署
に
担
山
し
て
、
承
認
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

大
変
便
利
甚
指
替
納
税
の

料
用
と
還
付
金
め
受
取
は

預
静
金
団
陸
振
込
で

所
得
税
の
納
税
の
方
法
に
、
却
行
な

ど
の
頂
貯
合
口
温
か
ら
振
替
仁
よ
っ
て

納
税
す
る
振
替
納
税
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
制
度
を
新
た
に
利
用
す
る
埼

今
に
は
、
一
市
貯
金
先
の
金
融
伐
間
又
は
、

所
轄
の
税
務
岩
に
「
預
貯
金
口
出
探
替

依
頼
書
」
を
提
山
し
て
く
だ
さ
い

ま
た
、
還
付
金
手
一
一
乞
け
取
る
場
合
に

は
、
早
く
て
安
全
桂
川
一
一
ん
な
漬
貯
金
口
開

振
込
を
利
吊
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
大
洲
税
務
署
(
宮
川
]

二
一
-
万
一
)
主
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

5
い。



f 一
平
成
十
五
年
庄
町
E

県
民
税
の
申
告

は
、
二
月
十
じ
日
か
ら
三
月
十
七
日
ま

で
で
す
の
で
、
期
限
内
に
お
忘
れ
な
く

巾
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
舎
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
芯

ボ

T
成
卜
五
年
一
月
-
け
現
在
、
長
浜

町
に
住
民
五
日
比
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次

の
よ
う
な
人
は
、
町
・
県
民
税
の
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
ぜ
ん
。

V
同
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

V
給
与
所
得
の
ほ
か
に
、
農
業
、
家
賃
、

地
代
等
の
収
入
の
あ
る
人
V
勤
務
先
か

ら
給
与
支
払
い
報
告
書
を
提
出
さ
れ
な

い
人
マ
給
与
所
得
以
外
の
人
で
、
営
莱

や
同
民
主
、
そ
の
他
の
事
業
を
行
っ
て
い

る
人
、
ま
た
は
、
雑
所
相
、
副
業
、
内

職
等
で
平
成
十
四
年
中
に
所
得
の
あ
っ

た
人申
告
に
必
要
な
書
類

V
町
・
県
民
税
の
申
告
書
(
役
場
税
務

とt

iぷ
一C
で

課
ま
た
は
巾
ん
一
門
会
場
に
あ
り
ま
す
。
)

V
給
与
岬
保
ま
た
は
年
金
の
場
合
は
、

源
泉
徴
収
票

申
告
を
し
せ
か
っ
た
場
合

町
d

県
民
税
の
巾
告
を
し
な
か
っ
た

場
合
は
、
推
計
で
課
視
す
る
こ
と
に
な

り
、
同
民
健
康
保
険
税
等
の
軽
減
措
置

か
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申

E
を
さ
れ

た
人
は
、
町
。
県
民
司
の
申
告
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
、
町
創
県
民
税
の
醐

告
相
談
に
つ
い
て
は
、
役
場
税
務
課

(
官
五
ニ
1

一
一
一
一
ロ
幅
一
一

O
四
ご

へ
お
闘
い
令
わ
世
〈
だ
さ
い
。
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警醸器援磁器怒臨寝踏襲臨緩翠器購蕗諜髄綴輯顧器蕗麗踊離蹴臨務部認語調詔榔轍額務官邑 R~Y)鍍鵠蹴踊顕極観蕗轍箆漉鰍鐙盟援組

霊童産預金、普通頭金、車普段預金母、 震悪籍蕗法{こご注意!

竜平成17年3月末まで引き続き金額保護されます 間最近、長浜町内で T個人を高

室 ~金融庁@預金保険機構~ 品の販売買として勧誘し、さら

0定期預金等については、これまで同様、元本 1， 0 0 0万円
までとその利息等が保護されます。それを超える部分は、破た

ん金融機関の財産の状況に応じて支払われます(一部カットさ

れることがあります。)。

0平成17:f!三 4月以降は、当座預金等の利息の付かない預金が全

額保護されることになります。

0預金保険制度、農漁協系統貯金保険制度ともに、同様の取り

扱いがなされます。

Eお問い合わせ1詳しくは、金融機関の窓口または、預金保険

機構(宮03-3212-6029)、農水産業協閏組合貯金保険機構、囲圏

財務局(宮087-831-2131)、松山財務事務所(宮崎9-941-7185)

にお問い合わせぐた、さい。

2J R伊予長浜s憲民かちのお願い
昨年 9J-J 17日夜間から18日早朝にかけて、当駅軒下の天井が

何者かに壊される事件が発生し、現在も犯人検挙に至っており

ません。

夜間ー深夜は、駅前が有職田無職の少年たちの集合場所となっ

ており、喫煙・飲食等によるこ、みの散乱や、待合室内での放尿

等の行為が見られ、駅をご利用のお客様に不愉快な思いをさせ

ているのが現:1犬です。

これに対し、完駅では、以前から長浜交番所を通じてパトロー

ルの強化をお願いするとと

もに、皆様からの情報をお

f寺ちしているところであり

ます。

今後も、社員一同駅前お

よび待合実の美化、清掃に

努めて参りますので、快適

な駅の環境保全につき、皆

さま jゴのより一層のご協力

をお願いいたします。
美観保持にご協力ください!
(JR伊予長浜駅)

園:~~:;~:;:;:;::占固:;:::::::::::固・:;:;:;:::;~~:園咽:::;::園持詰:::括:;:;~:;~~~~~~~~~~~:;~:;~:;~~~~~~~:;:;::ぷ主主E盟理:;~~~~:;~:;~:;:~~~;:~・:::::::

~~~~:調í iJぞのアシの語審磐東芝~ ! 

最近、公園などで犬のフンが

増えています。

犬の散歩をさせるときは、袋

を用意してフンは必ず持ち帰り

ましょう。

Uごろから、自宅で排便させ

るなど、正しいしつけと心配り

で、ぉ:圧しゅfマナーを守り、美

しい町づくりに努めましょう。 お互いにマナーを守りましょう

に次の販売員を勧誘すれば収入

が上がるとして販売活動をさせ

る」といった形で、特に若者を

中心に、高額な美顔器やマット

レス、浄水器などの商品を売り

つける、志賀なマルチ商法に関

するトラブル相談が寄せられて

います。

不審に思ったり、契約をした

りするときは、その場で決めな

いでだれかに相談するなど、本

当に必要かどうかもう今度よく

考えましょう。

また、要らないものを貫わさ

れたときは、できるだけ早ぐ投

場経済課(曾52-1111闇(有")2121)、

地方届県民生活課(晋0894-24-

37(0)、または警察などに相談

しましょう。

百日主主主::::::お王荘村盟主・咽持官民中~::::~詰臨問2見出話相~~~~:括討市:~:::

議 悪賛~f:貸金義者{こ
5 こ濯意 f
最近、ダイレクトメールを送

付ーしたり、電柱等に違法広合物

を掲示したりして、法外な高金

利融資や強引な取りすてを行う

悪質な業者による被害が増加し

ています。

昨交的な貸金業者一の貸付 k限

利率は、出資法により年率29.2

%となっています。返済方法等

の説明や契約書等の交付を行わ

ない業者からは借りないように

しましょう。

Eお問い合わせ1

0県庁中小企業課(雷雲089【 941-

2111) または、各地方局商工労

政課

0県警察本部(フリーダイヤル
0120-31-911 [))または、最寄り

の警察署

0四国財務局松山財務事務所理
財課(宮089-941-1185)

12 



今れあい会館だ去り

第8囲
どろんこの詩展
(野村学園生作品展)

第 8(i_rJを迎えるどろんこの詩

展。野村学園の園生が、豊かな

感性と表現力で創作した詩集や

版画詩、繭団扇などが多数展示

されます。

E期間] 2 月 19 日 ~3 月 2 自

(月曜日休輯:午前 9時~午議

5時)

E場所3ふれあい会館キ、ャラリー
:倍程泊括和〉昨日浴時話読組詩話ぷ宇;::~::::~~:品詰忠男児玉;æ:~~~:智話E

も移動警察糧談所を

室 開設します

~大洲警察署~

暴力団、薬物、迷惑電話、悪

質商法、ストーカ一、配偶者間

暴力、いじめ、家庭内暴力、非

行問題等で悩んでいる方は、遠

慮なくご相談くださし」

{日時] 2月12日(水)午後 2

時~5 時(毎月第 2 水曜日。な

お、本署では随時受け付けてい

ます。)

I場所1長浜交番
Eお闘い合わせ】大洲警察署
(晋25-1111)または、長浜支番

(宮52-1015)まで。
::::::周:::::::宇::::~-:::::::::::::::・宇:宇詰::::::，主園芸守詰固:::::::::園:::::::::・::::::在詩才':::子主謀説

室定期税務相談

[11時] 2月14日(金)午前10

時~午後 3時

{場所]大ìHI商[~会館

{内容]税金に関すること全般

{担当]高松国税局税務相談室

松山分実

Eお問い合わせ1大洲親務署総
務課(器24-3115)までO

13 

芝大掛Yi粟鑓買奇からの
主 お知らせ

女性の健鹿相談
{日日寺] 2月20日 (オミ)

斗二千炎 4[1寺~ 5 s寺

{場所]大沙ト|保健所

思春期保健相談
I日H寺] 2月27日 (オミ)

守二f乏1ß寺~ 4 n寺
[;t湯月r]メ二刊ト11呆?建月庁
※上記、ともに要電話予約。一無

料、

Eお問い合わせ回予約先]大洲

鐸健所(霊登24-3165)まで。

::~~;:;:;:恕号車~~~謹~;:~若草王~;:r.~;盟主邸主世話出邸主~~謹白;:__::;王宮地主~;
... 

3持設λ義善指星撃さ苦
i Ij' Iます
差別、家庭内の問題、近隣と

の紛争、借地・借家、児童 • LI:_ 

徒のいじめ。体罰、交通事故等

で相談のある方は、お気軽にご

利用ください。

{日時] 3月 5日(水)午前10

時~午後 3時

[場所]長浜町体育館手fI室

Eお問い合わせ〕投場住民福祉

課戸籍{系(晋52-1111四(有)2081) 

まで。

:~~:事由抵拾:~~~:::話拾拾括主主.宣告::;誼E正明器ι拾:~~~~:;:;:;:~;:!:固~~~~~~;:;:!::~~~;:;:;~;:~~;:;:~;::日::;:園咽:;~:;:;:;:~~~~拾:~~~~~~~~;:;:::~~:;:::~~:;~~~:;~~::拾う辻泣泣~~.出:;:;:~;:虫色::~:~

室悪絵欠格者九事i揚重苦の皆諜へ
@旧軍人軍属で恩給本どを受けていない、いわゆる車、給欠格者

の芳

① 外地等の勤務経験があり、加算年を含む在職年が 3年以上

の方および、実在職年が 1年目、ヒの方に、内閣総理大臣名の書

状・銀杯を贈宇しています。

② 内地勤務経験のみの方で、加算年を含む在職年が 3年以上

の方および、実在職年が 1年以上の方に、内閣総理大臣名の書

:1犬を贈呈していま寸。

③ 上記対象者で、請求を行うことなく亡くなられた方に、ご

遺族からの請求に応じて対象者あての内閣総理大臣名の書状を

贈呈しています。(請求期限平成17年 3月31日)

@終戦{こ伴い、本邦以外の地域から引き揚げてこられた方

日百干1142年の引揚者特別交付金を受給された方に、内閣総理大

臣名の書状を贈号しています。(請求期限:平成15年 3月31IJ ) 

※請求書類は、各IH区町村の福祉関係の担当課に用意しであり

ます。

なお、すでに詰求された方は、請求の必要がありません。

Eお開い合わせ1総務省認可法人:平和祈念事業特別基金(宮
0120-234-933 )、 HP: http://www固heiwa.or.jp/まで。

i新刊精報です~長浜町立図書館~

書名 著者

。元気の出るカラーコーディネート

斎藤紀子

。「住基ネットJとはやJかっ
桜井よしこ他

。発掘えひめ人(近代を拓いた10]人)
愛媛新聞社編

。憂い顔の童子

大江健三郎

~ 01司じ年に生まれて(古楽・文学が僕らをつくった)
小津li[爾-大江健三郎



新成人者人(

一
月
十
二
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ
l
ル
で
平
成
十
五
年
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
一
杭
成
人
身
の
氏
名
は
次
の
と
お
い
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

E
h
一
一
浜
地
区

/¥' 
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，、d

友
揮
宏
行
、
一
日
刷
武
巾
て
小
川
晋
平

島
田
明
子
、
以
井
幸
一
卜
¥
一
船
津
恵
司

矢
野
秀
和
、
井
上
愛
深
、
菅
野
市
志

二
一
円
大
起
、
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麻
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子
、
制
山
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一

金
岸
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子
、
松
石
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恵
、
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一
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庄
鍋
{
疋
生
、
奥
野
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つ
み
、
錨
地
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山
有
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、
高
崎
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彦
、
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崎
大
介

神
田
九
十
刊
、
明
知
け
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、
中
旧
憲
将

松
本
市
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ト
J

二
古
清
忠
、
一
己
脇
彩

晴
美
山
紀
、
鎌
刊
け
川
心
、
山
よ
真
弘

玉
井

E
太
郎
、
竹
田
玲
、
大
島
昌
五
口

菊
地
愛
、
出
中
心
一
一

喜
多
難
地
震
戸、¥

オープニングを飾った筆曲演奏

査
尼
亮
子
、
松
浦
直
美
、
ト
ぃ
町
商

橋
岡
正
志
輔件一一地官一一

大
壕
理
主
、
ト
一
川
込
出
件
、
松
村
愛
弥

植
杉
志
保
、
十
末
野
恵
、
谷
井
渚

松
油
美
奈
子
、
津
井
麻
美

出
海
地
芭

(
g人
)

出
中
由
佳
思
一
、
村
本
市
彦
、
石
山
敦
次

石
山
慶
一
二
、
松
本
洋
呪
、
民
一
内
志
保

谷
口
大
精
、
木
い
山
「
夏

大
相
地
区

上
杉
佳
代
、
行
け
桁
竹
岡
廿
也

式辞を述べる西田町長

、-"'-" 

ケ久菊中賓高大
同保地川生代石
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司口j人

曲
一
旦
茂
地
一
陣

(
加
入
)

岡大谷北
本本間同
|圭紘由和
寛子香 E

巾
ヰ氏 、 -t二:

尚、ド行E
i'~J )見〔 工守
也 ~T(.光
子|寺:

!底、、

川中 E
Lψ 里子 li百
三j、i古」方
V) 出J →

ピアノ演奏を行う島田朔子さん

袋晶耳揖時狩繭融緬鵬砂鰯醐馳

長浜保育所園児による花束贈皇

自
溝
地
区

-14-

(
5
人
)

(Jノl〈
:イ1 IJLJ 
l' 1- "，-:主
(;-]"- y_ 

、i; r 

和
左
田
美
佳
、
清
水
美
紀

出
淵
利
典
、
大
成
太
志

円
一
矧
川
地
区

(
4
人
)

一
円
本
温
一
上
、
宇
都
宮
恵
、
一
一
宮
主

二
宮
俊
博

誓いのこと(Jを述べる岡本隆寛さん

(
記
念
講
演
の
も
ょ
う
は
、

F

六
ペ
ー
ジ
の
ル
ポ
に
掲
載

し
て
い
撃
す
。
)



予言費線海岸田ち禄

て7持ト3う手議トF
予讃悲哀海岸田 1)栂では、 2月から 4月にかけ

て奈の訪れを告げる「菜の花」が作所で咲き誇

り、円然に恵まれた沿線のロケーションほ人々

の心を和まtl_-てくれます。

しお方ぜウオーク
訟のは窓末全

~ウォーキシグ大会
トロッコ殉車の運行~

そこで、わ線の自治体で構成する JR四国子 3)j 2 I I (! I )、 J R主催によるイベント
讃線対策協議会(会長・岡田洋うでは、沿線， Iしおかぜウオークなのはな大会Jが、伊予 k
の素晴らしい風景を再発比して1民こうと「予讃 l灘駅~長川駅間の駅ヤ旧道なと、の約17kmで克施
制海岸田り涼フ寸トコンテスト」合実施しま寸。!されます。ご家抗運れやお友達と参加され、十fリ

今回、海岸田り線のう三しい風去や、斗よる 3月|岸線のう三しい春を満附してみませんか。

2司に行われる「しおかぜウオークなの(まな大| この大会は、予護紘(海岸田り線)のltr'l年化

会」などをテーマにして、次の要領により様々!と鉄道への理解を涼めて頂こうと JRが企画し

な皆さんからの手芸を幅広く募集しますので、 (たちので、当日は、トロソコ列卓が川線の平常

ふるってご比、募くたさい f 時ダイヤに合わせて設問運行されるとともに、

E題材〕予讃線海市回り線(双海一長浜~大j'Jト1)I lh'i(;泉の各自治体も参加して枚々な惜しが千-Jこわれ
の鉄道をテーマとした胤;宗と、「しおかぜウォー|ます。

クなのlまな大会(3 }J 2日実施)J の慎.j長 | 特に、到着地である長浜町では、沿道の今坊

※保内町で撮配される場合、題材は自由としま i しおさい I!f周 v旦で杵っき餅の実凶や魚めしなと

す。 I の販売が行われるほか、閉会式場の町民の広J/';j

※鉄道をテーマとした風景には、駅合・トンネ|では、長浜町-大沙IIIIJ・保内町による海-山の

ル・鉄橋を含みま寸。 I幸などの物pf販売や豊年踊りの上演などで、

【募集期間】、|え成15年 3月 1l卜同年 5月15日!加者を温かく歓迎することにしております。皆

Eサイズ】カラ)プリント匹jツ切り I 'さんお気軽にご来場く/二、さい。

【応募先〕フジカラー取扱庖または、 J R凹同 1 1-一一一一一一一一一一ー一一←一一一一一一一一-

J';-;者線対策協議会事務局(長浜町没場企画調整川 ウォーキング大会の巴程[3月何回〕

課干799-3101愛媛県喜多郡長浜町大字長浜 1]148'川叩 |伊予よ灘駅で受付

0-3) I I 8:45 双海シーワイド公閣で開会式

【発表】半此15年 6月中旬(ラ守口愛媛新聞紙上 I 9:00 スタ ト

E貰]0推薦 1人・賞状及び賞金 3万円と副賞 I! I (途中、イベン卜や物産等晴売)

O特選 2人固賞状及び立金 2万円と副入選 Ii 12:30~14:00ころ|伊予長浜駅に順次到着
5人・立状及びくじ 1h円と副賞。佳作10人. I I 14:00 長浜赤楕下「町民の広場」で抽

賞状及副賞

Eお間レ合わせ〕長浜町役場企画調整課

93-52-1111 )まで。

ウォーキングを楽しむ参加者たち(昨年度)

15 

選会および閉会式

(伝統芸能発表や物産の販売)

J理(些」
※参加は自由です。ただし、保険料 (1 円)を受付時に
お支払いください。〔ケガ芯どの場合、傷害保険の力日入
範囲および応急処置以釦の責任は負いません。〕

立お、「しおかせ、ウオークなのはな大会」

の詳細については、 JR松山駅(宮崎9-叫
5-2625 )までお問い合わせ〈ださい。

トロッコ列車時刻表 C3月2日(日運行〕

。[ 下り

!両土昨!伊予上灘駅発~お



初
打
ち
の
結
果
は
?

ー
新
春
囲
碁
大
会

1

一
月
四
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
第
七

十
五
回
新
春
囲
碁
大
会
が
開
催
さ
れ
、

町
内
外
の
愛
好
者
二
十
五
人
が
参
加
し

た
。
な
お
、
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

(
敬
称
略
)

及#時

〔
優
勝
〕
塚
木
健
市
(
大
洲
市
)

〔
準
畳
勝
〕
綿
木
健
次
(
長
浜
)

〔
第
三
位
〕
石
田
丈
男
(
長
浜
)

B

級

〔
優
勝
〕
塚
木
弘
基
(
出
海
)

〔
準
優
勝
〕
一
色
壮
一
(
長
浜
)

〔
第
三
位
〕
鎌
田
彦
市
(
出
海
)

A 

融
腕
揚
が
れ
f
}

愛好者らが腕を競い合った囲碁大会

1
と
う
ど
焼
き
@
凧
揚
げ
大
会

1

一
月
十
一
日
、
町
民
の
広
場
で
、
恒

例
の
と
う
ど
焼
き
・
凧
揚
げ
大
会
が
開

催
さ
れ
、
町
内
の
園
児
や
児
童
生
徒
な

ど
約
百
人
が
参
加
し
た
。

参
加
者
ら
は
、
各
家
庭
か
ら
持
参
し

た
し
め
縄
な
ど
を
炎
に
投
じ
、
こ
の
一

年
の
無
病
息
災
を
願
っ
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
凧
揚
げ
大
会
の

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。
(
敬
称
略
)

{
町
長
賞
一
二
宮
未
有
(
長
浜
小
二
年
)

一
教
育
長
賞
一
上
回
修
也
(
長
浜
小
三

年
)一
中
央
公
民
館
長
賞
一
丸
井
健
輔
(
長

浜
保
育
所
)

一
長
浜
の
子
ど
も
を
み
ん
な
で
育
て
る

会
長
浜
支
部
長
賞
一
長
浜
小
六
年
B
組 元気よくたこ揚げをする子どもたち

出
会
い
を
大
切
に

1
成
人
式
@
記
念
講
演
1

一
月
十
二
日
、
町
体
育
館
で
開
催
さ

れ
た
成
人
式
で
、
青
少
年
育
成
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
l
の
伊
藤
幸
弘
先
生
に
よ
る
、

「
最
高
の
出
会
い
が
人
生
の
勝
利
」
と

題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

二
十
代
の
前
半
、
暴
走
族
の
総
長
と

し
て
構
成
員
一
万
五
千
人
の
ト
ッ
プ
に

立
っ
た
経
験
を
も
と
に
行
わ
れ
た
「
人

生
に
お
い
て
、
負
け
た
と
き
は
素
直
に

負
け
を
認
め
、
他
人
の
せ
い
に
は
す
る

な
。
人
の
た
め
に
生
き
れ
ば
、
必
ず
い

い
出
会
い
が
つ
い
て
く
る
。
一
日
一
日

を
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と

が
一
番
の
幸
せ
:
と
と
い
う
話
に
、

新
成
人
者
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
耳
を

傾
け
て
い
た
。
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五
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ぶ
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落
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踏
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梅
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蓉
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西
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わ
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シ
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平
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の
朝
バ
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に
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ケ
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場

四

年

上

野
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平
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が
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年
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か
え
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年
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司
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で
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仁
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助
さ
ん

ニ
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0
ニ
愛
媛
新
聞

短
詩
型
文
学
賞

ー
短
歌
部
門
で

年
間
優
秀
作
(
年
間
賞
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i

こ
の
た
び
、
愛
媛
新
聞
の
文
化
、
丈

芸
両
面
に
一
年
間
掲
載
さ
れ
た
作
品
の

中
か
ら
選
ば
れ
る
年
間
優
秀
作
「
二

O

O
二
愛
媛
新
聞
短
詩
型
丈
学
賞
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の
短

歌
部
門
で
、
櫛
生
の
渡
辺
仁
之
助
さ
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が
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ご
と
年
間
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
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た
。

な
お
、
受
賞
作
品
は
次
の
短
歌
で
す
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海
辺
よ
り
峰
へ
通
ず
る
ひ
と
す
ち
の
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頼
り
に
吾
の
生
き
莱
し



葬」上慎太融ちゃん(沖捕)

17 

国土米通省では、次のとおり平成15年度河川

愛護モニターを募集しますニ幹さん、ふるって

ご応募ください。

1活動向容]モニターは、 H常生出の範間内で
知り得た1育相を、河川管理者に伝えることを主
な任務とするものです}定期的に河川を巡祝し

たl人ごみ投棄の不法h為者宇に対し、 Il{長
注意・指示して是正を阿ったりする等の、特別

な責務ヤ権限を有するものではありません。
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2003 2月15日--3月14日

事らしの汐ルシダー
日 曜日 行 事名 場所 時間

15 土 長高水族館開館日 長浜高校 11 :00-15:00 

16 日 第22園芸能発表会 中央公民館大ホール 10:00-

18 火 不用犬 ・不周ねこ回収日

19 水 びん・缶収集日

20 木 社会保険事務所出張相談 長浜町商工会 9:00-11:30 

21 ノ豆ヘZ、有害ごみ収集日

26 7.1< 
ぺッ トボトル・発泡スチ

ロール収集日

28 金 粗大ごみ収集日

3/2 日
しおかぜウオークなのは 伊予上灘駅~ 8:00-15:00 
な大会 長浜駅間

4 火 不用犬 ・不用ねこ回収日

5 水
特設人権相談所開設 保健センター 10:00-15:00 
びん ・缶収集日

7 金 古紙 ・紙パック収集日

9 日
第4団長浜町生涯学習の 中央公民館

13:00-
まちづくり推進大会 大ホール

10 月 社会保険事務所出張相談 長浜町商工会 10:00-15:30 

11 火
ベッ トボ トル ・発泡スチ

ロール収集日

育児サークル・育児相談・ 保健センター 10:00-11 :30 

14 金
歯みが、き相談

1歳6か月児 ・3歳児健診 保健センター 13:00-13:30 
燃やさないごみ収集日

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

ロ
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

護
者
名

車恵

寛
人

積

菊
士也

お
〈
や
み

ロ
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

長出仁仁

浜海久久

田キ支 岡

亀
富
美
(
九
二
)

初

江

(八
八
)

黄

波

(八
一三

ミ
ツ
コ

(八
八
)

上池佑宮

田

2003年もはや2月。2月3日は節分で、 この夜、悪魔を追

い払い新しい春を迎えるため、追慨が行われ節分詣でなどを

する。

節分は24節気のlつで、気候の移り変わる立春・立夏 ・立

秋・立冬の前日の総称である。それが次第に立春の前日の年

越しの夜を指すようになったものである。24節気は、立春に

始まり大寒をもって l巡するが、その大寒の最後の日が 「節

分Jであり、今年は2月3日が節分で翌日は立春である。
立春には、待ちに待った新しい春を迎える喜びに心は浮き

立つ。節分の夜は、邪気を追い払うために家々の戸口や窓に、
ひいらぎ

焼いた鰯の頭を柊の枝に挿した り、鬼打ち豆と称していった

大豆を撒いたり、自分の年の数だけの豆を食べる習慣がある。

豆撒きは、宮中で行われた追髄式に起源を持つといわれてい
とねり

る。追健式では、殿上人が鬼にふんした舎人を追い回し、桃

の弓に葦の矢をつがえて射たという。大晦日に行われていた

が、いつのころからか、追髄式と節分の豆撒きが一体化して、

今日の形になったという。

この豆撒きは、近年神社 ・仏閣で大々的に取り上げられて、

人気力士や俳優などが年男となって持を付け、 参詣者に撒く 。

立春の祝福の神を招こうとするのである。節分は、冬から春

への季節が変わる節目だから、悪魔が入り込んできて危ない。

そこで豆を撒いて退散させる。

一方では、芸達者たちが、悪魔もどきにお化けのまねをし

て遊ぶ習慣が関西の花街にはある。そんな時、作者は静かに

家の中に閉じこもり、火鉢の灰を平らにしながら夜を過ごす。

明けて4日は立春。太陽の黄経は315度の日である。立春の

声を聞くと人々の心は和らぎ活気づく 。昨今の日本の企業は

沈みがちで、不景気の風に見舞われている。2月を迎えるに

あたり、農業立国の祖国を思えば、農村の活気によ り日本国

の景気の復活を期待し、明るい家庭生活を送りたいものであ

る。
イ言
豆玉
Eコ

上
老
松

沖

浦

今

坊
沖

甫

青

島
下
須
戒

下
須
戒

西 平 紙 二青 徳 畝

中

ト
ヨ
子
(
七
O
)

ミ
ド
リ

(八
七
)

一

馬

(七
七
)

利

行

(七
八
)

峯

雄

(八
二
)

ハ
ナ
コ

(九
O
)

ナ
ミ
コ

(八
四
)

田本宮木田田

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

地
域
の
話
題
や
、
珍
し
い
現
象

・

あ
る
瞬
間
の
写
真
な
ど
お
気
軽
に

ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

投
稿
先

・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
総
務
課
情
報
管
理
係
(
下
記
)

ま
で
。

人口・世帯数のうごき

12月末 現 在 育甘月 とσコ上ヒQ¥交

9，427人 20人 減
人 Iコ (男 4，459人) (男4人減)

女 4，968人 女16人減

世情数 3，587世帯ー 2世 帯 減
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